
特別展「国宝 平原王墓出土 大鏡の世界 

～なぜ人々は鏡に魅了されるのか～」 

 

令和 5 年 10 月 24 日（火曜日）～令和 5 年 12 月 17 日（日曜日）にかけて 

大野城心のふるさと館 3 階企画展示室、ホワイエで標記の特別展が開催され

ています。 

 この企画展で、福岡県大野城市の古野（ふるの）８号墳から出土した四禽

文鏡（以下、古野鏡と呼称）が展示されています。 

 実は九州大学の辻田淳一郎先生は、長崎市万才町遺跡から出土した鏡と古

野鏡は鏡式が同じであると指摘されています。 

現在、万才町遺跡から出土した鏡は「（斜縁）四獣鏡」と整理されています

が、将来、「四禽文鏡」と呼ばれることになるかもしれません。 

 面径は古野鏡が 7.4 ㌢、万才町鏡が 6.4 ㌢で、小型の鏡ですが、舶載鏡です。 

ちなみに古野５号墳は 5 世紀後半の古墳と言われています。 

      

        






